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300

電線共同溝引込・連系管工事

（３０年度）
２６年度

成果指標

3

効率性

所
管

都市づくり部

年度

委託内容
国・都

ｍ電線共同溝本体工事延長 300

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
500

電線類を地中化することにより、良好な都市景観の創出、安全で快適な歩行空間の確保、都市防災機能の強化を図る。

198,299

50,409

[事業開始]

①快適な都市空間と良好な都市景観の創出

法令（義務）

全部委託

モデル事業路線を対象として、電線共同溝の整備を行っている。
〔平成28年度〕　本体工事  300m（かっぱ橋本通り）
　　　　　　　　　　 引込管・連系管工事（かっぱ橋本通り）
〔平成29年度〕　引込管・連系管工事（かっぱ橋本通り）

補助金の有無

14,837

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民、道路利用者

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅱ-１．個性を活かしたまちづくりの推進

 [施　　策]

２７年度 ２８年度(単位)

321,615

104,210

事業区分

公共事業

平成２９年度　事務事業評価シート

（２）快適で利用しやすいまちづくり

道路法、電線共同溝の整備等に関する特別措置法、無電柱化の推進に関する法律根拠法令等

事業対象

事務事業名 電線類地中化モデル実施

平成

土木課

行政計画 事業NO. 81 計画事業名
事業の開始・終了年度

無電柱化の推進

事
務
事
業
の
概
要

　

16,496

139,174

目的達成度

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

モデル路線の馬道通りにて無電柱化が完了した段階である。電線類地中化は、良好な都市景
観の創出、安全で快適な歩行空間の確保、都市防災機能の強化といった効果があるため、今
後も事業を維持していく必要がある。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

電線類の地中化は、良好な都市景観の創出、安全で快適な歩行空間の確保、都市防災機能の強化といった
効果がある。また、平成28年度に「無電柱化の推進に関する法律」が制定され、さらなる無電柱化の推進が
求められている。

維持

評
価
結
果

調査・設計から電線共同溝の建設、電柱の撤去まで、多岐にわたるため、事業効果の発現には多くの時間を
要する。２８年度は、事業目的に向け本体工事、引込・連系管工事等を実施しており、目的はおおむね達成さ
れた。

3 電線管理者の既存占用物件を活用するなど、現場条件にあわせた事業手法を採用しており、おおむね適切
である。

4

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

なし

0

272,427

256,369

306,778

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

500

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 185,220

今後の方向性

134,518

214,795

0

289,430

0

182,441

- 350

0

198,299

80,277

モデル事業路線の無電柱化延長
（電柱を撤去した延長）

17,003　人にかかるコスト（人件費など）

電線管理者の既存占用物件を活用するなど、事業費の縮減に努めており、大きな変化はない。

事
務
事
業
の
実
績

183,209

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

-

150

89,218

種　別 指標の名称

ｍ

　決算額　　(単位：千円)


